
新型コロナウイルスの状況下における
第62次南極地域観測に関する
基本的な考え方及び対応方針
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別紙１



新型コロナウイルス対応の基本的な考え方
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１．オゾンホールの発見等、世界的に重要な成果を上げ、地球環境変動の
長期連続観測を行ってきた南極地域観測事業の継続を目指す。

２．昭和基地での越冬及び観測継続のため、「越冬隊の交代」と「物資の輸
送」を基本とする。その他の計画については支障のない範囲に絞り込む。

３．不確定要素を可能な限り排除し、基本的な行動計画は、他国を経由し
ないものとする。状況の改善が見られた場合のオプションを準備し、今後の
状況変化を注視しつつ、当初計画のうち可能な部分の実現を目指す。

４．観測隊員及び「しらせ」乗員の安全を確保するため、適切な感染防止対
策を講じつつ、「しらせ」及び南極での発生防止を徹底する。

５．「しらせ」が昭和基地まで到達できない場合の対応等についても、その時
点の状況に応じて判断する。



基本的な考え方に基づく対応方針について

例年と今年度との基本的な対応方針の相違は以下のとおり。

事項 例年の場合 今年度（第62次計画）

検疫期間等 設けていない
（６月の隊員決定前に健康診断を実施）

・乗船前に２週間の検疫期間を設ける
・検疫期間前後に感染が確認された場合に
備え、交代要員を用意
（健康診断は例年通り実施）

隊員の「しらせ」
乗・下船地

乗船(往路)：フリーマントル（豪）
下船(復路)：シドニー（豪）
※日ー豪 間は民間航空機で移動

日本（横須賀）

観測計画等の決定 ６月開催の本部総会で、
観測計画等を決定

・６月の本部総会では「基本プラン」と「オプ
ションプラン」により準備を進めることを決定
・最終決定は11月の本部総会で行う

出発前の
本部主催壮行会 １１月に開催 開催しない
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第62次南極地域観測の対応方針に基づく基本プラン等について

事項 当初計画 Ａ（基本プラン）
しらせ運航可能な場合

Ａ+α（オプションプラン）
オーストラリアに寄港でき、燃料補給等

が可能な場合

観測隊の行動区分 本隊・別動隊・先遣隊で構成 本隊のみ

DROMLANの利用 利用 緊急時対応を除き計画しない
観測隊ヘリ チャーターする チャーターしない

「しらせ」の行動計画

【往路】
日本⇒豪・フリーマントル（燃料補
給・ 観測隊乗船）⇒昭和基地

【復路】
昭和基地⇒豪・シドニー（燃料補
給・ 観測隊下船）⇒日本

日本⇒昭和基地⇒日本
（他国に寄港しない(燃料補給
しない)ことを前提に、日本－
基地間を単純往復）

日本⇒昭和基地
⇒フリーマントル(燃料補給等)
⇒南大洋(海洋観測)
⇒シドニー⇒日本

行動日数
（うち、昭和基地沖
行動日数）

１５１日
（４８日）

９５日
（３０日）

１４６日
（４０日）

隊員編成
８０名

（越冬隊３５+夏隊４５）
※さらに、同行者２３名を予定

４３名
（越冬隊３１+夏隊１２）

５０名
（越冬隊３１+夏隊１９）

当初計画を100％と
した場合の活動割合 １００％ ６０％ ７２％
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対応方針に基づく、行動計画の「基本プラン：Ａ」と「オプションプラン：Ａ+α」は以下のとおり。



別紙２

〇越冬隊

担当分野 氏
ふり

 名
がな 年齢 所属 隊員歴 現住所 備考

阿保
あ ぼ

　敏広
としひろ

※ 58 気象庁 観測部 第35・45次越冬隊 東京都葛飾区 本部決定済

宙空圏変動

気水圏変動 伊達
だ て

　元成
もとしげ 41 伊達市教育委員会だて歴史文化ミュージアム 北海道伊達市

地圏変動 西村
にしむら

　祐香
ゆ う か 24 北海道大学大学院理学院 長野県飯田市

溝脇
みぞわき

　愛
あい 36 新光電機株式会社 兵庫県尼崎市

小新
こ し ん

　大
だい 26 東京大学大学院理学系研究科 東京都文京区

柴田
し ば た

　和宏
かずひろ 45 福岡大学理学部 第57次夏同行 北海道苫小牧市

雪上車

車両全般 鈴木
す ず き

　聖
とも

章
あき 32 いすゞ自動車株式会社 神奈川県茅ケ崎市

発電機エンジン

発電機制御盤 岡野　凌樹
おかの りょうじゅ 25 株式会社日立製作所 茨城県日立市

機械設備全般

電気設備全般 上原
うえはら

　誠
まこと 44 株式会社関電工 第47・51・55次越冬隊 神奈川県川崎市

濵
はま

谷
や

内
うち

　健司
け ん じ 42 元株式会社ハウジングニチエー 第56次越冬隊 東京都武蔵野市

宮崎
みやざき

　栄治
え い じ 52 TMGあさか医療センター 静岡県浜松市

中野
な か の

　志保
し ほ 42 元なごやかクリニック 和歌山県紀の川市

戸塚
と つ か

　慎介
しんすけ 34 NECネッツエスアイ株式会社 埼玉県和光市

久保木
く ぼ き

　学
まなぶ 54 元ソーワエンジニアリング株式会社 北海道勇払郡

金城
きんじょう

　順二
じゅんじ 29 琉球大学総務部 沖縄県浦添市

ＬＡＮ･ｲﾝﾃﾙｻｯﾄ

建築・土木

野外観測支援

庶務・情報発信

通　　信

調　　理

医　　療

環境保全

多目的ｱﾝﾃﾅ

第６２次南極地域観測隊員候補者名簿

区分

副隊長（兼越冬隊長）

基
本
観
測

定
常
観
測

気象

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

観
測

2020年6月29日現在

研
究
観
測

重
点
研
究
観
測

サブテーマ１

一般研究観測

設
営

機
械

プランA

区　分 隊　　員　　数 既に決定した者 今回決定する者 計 未　決　定　者

越冬隊 31人 1人 14人 15人 16人

夏　隊 12人 2人 4人 6人 6人

計 43人 3人 18人 21人 22人

プラン+α

区　分 隊　　員　　数 既に決定した者 今回決定する者 計 未　決　定　者

越冬隊 - - - - -

夏　隊 7人 0人 0人 0人 7人

計 7人 0人 0人 0人 7人

プランA+α

区　分 隊　　員　　数 既に決定した者 今回決定する者 計 未　決　定　者

越冬隊 31人 1人 14人 15人 16人

夏　隊 19人 2人 4人 6人 13人

計 50人 3人 18人 21人 29人
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〇夏隊

担当分野 氏
ふり

　名
がな 年齢 所属 隊員歴 現住所 備考

橋田
は し だ

　元
げん

※ 56 国立極地研究所南極観測センター
第39・44・54次越冬隊
第43・52・53次夏隊

東京都国立市 本部決定済

金子
か ね こ

　宗
そう

一郎
いちろう

※ 48 国立極地研究所南極観測センター
第49次越冬隊
第56・60次夏隊

東京都国分寺市 本部決定済

電離層

海底地形調査･潮汐 吉田
よ し だ

　夏希
な つ き 30 海上保安庁海洋情報部 東京都日野市

測地 井出
い で

　順子
じゅんこ 38 国土交通省国土地理院基本図情報部 千葉県流山市

地圏変動

生態系変動

＋α

＋α

＋α

＋α

＋α

＋α

＋α

機
械

電気設備 正治
しょうじ

　徹
てつ

一
いち 28 株式会社関電工 東京都東村山市

現場監督

鉄骨

大友
おおとも

　康太朗
こうたろう 28 国立極地研究所南極観測センター 東京都豊島区

設
営

建
築
・
土
木

建築

庶務・情報発信

隊長（兼夏隊長）

副隊長（兼夏副隊長）

基
本
観
測

定
常
観
測

モ
ニ
タ
リ
ン

グ
観
測

研
究
観
測

重
点
研
究
観

測 サブテーマ２

一
般
研
究
観
測

※隊長及び各副隊長については、令和元年11月6日開催の「第155回南極地域観測統合推進本部総会」において決定済み

区分
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